
み
な
み
ま
え
が
わ
ち
ょ
う

徳
予

南

前
川

町

一
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
南
前
川
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
　
恒
二

。
前
川
直
江

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
新
町
川

・
助
任
川
な
ど
の
網
目
状
に
流
れ
る
河
川
に
よ
っ
て
分
か
れ

る
徳
島
城
下
町
各
地
区

「島
」
の
う
ち
の
一
つ
、
助
任

・
前
川
地
区
に
位
置
す

る
。
同
地
区
は
徳
島
城
の
北
側

に
あ
た
り
、
主
と
し
て
中

・
下

級
武
士
の
居
宅
と
し
て
積
極
的

な
開
発
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
近
接
地

の
遺
跡
と
し
て
、
同
地
区
内
の

動

中
前
川
町
二
丁
目
遺
跡
が

一
九

徳

九
九
年
度
に
調
査
さ
れ
、
武
家

く

屋
敷
地
の
一
角
の
ゴ
ミ
捨
て
場

2001年出土の木簡

で
あ
る
池
状
遺
構
か
ら
二
〇
点
以
上
の
墨
書
木
製
品
が
出
土
し
た

（本
誌
第
二

三
号
）。
南
前
川
町

一
丁
目
遺
跡
は
、
絵
図
と
の
対
照
か
ら
、
宅
地
化
の
年
代
や
屋
敷

の
家
主
の
変
遷
の
状
況
が
判
明
し
て
い
る
。　
三
ハ
五
〇
年
以
前
の
い
く
つ
か
の

絵
図
で
は
、
助
任
川
の
流
路
内
に
相
当
し
い
こ
の
段
階
で
の
宅
地
化
は
行
な
わ

れ
て
い
な
い
。
寛
文
六
年

（
三
ハ
エハ
五
）
の
絵
図
で
は
、
川
岸
部
分
の
開
発
を

経
て

「侍
屋
敷
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
四
年

（
三
ハ
九
こ

の
絵
図
に

初
め
て
境
界
の
表
現
と
拝
領
者
の
名
が
記
さ
れ
、
以
降
は
東
西
の
二
区
画
が
二

武
家
の
宅
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
元
禄
四
年
か
ら
享
保
年
間

盆

七

一
六
―
一
±

三
０

で
は
速
水
家

（西
）
と
山
崎
家

（東
）
の
二
家
、
天

明
年
間

（
一
七
七
一
―
一
七
八
九
）
か
ら
安
政
年
間

（
一
人
五
四
ｔ
一
八
六
〇
）
で

は
速
水
家

（西
）
と
佐
山
家

（東
）
の
二
家
、
明
治
二
年

・
三
年
で
は
速
水
家

（西
）
と
村
田
家

（東
）
の
二
家
の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
。
山
崎
家
は
断
絶
し

た
可
能
性
が
あ
る
。

遺
構
面
は
三
面
が
検
出
さ
れ
、
最
も
下
層
の
第
三
遺
構
面
は

一
七
世
紀
中
葉

か
ら

一
九
世
紀
中
葉
ま
で
、
第
二
遺
構
面
が

一
九
世
紀
か
ら
江
戸
時
代
末
期
、

第

一
遺
構
面
が
明
治
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。
各
遺
構
面
で
屋
敷
境
界
と
な
る
溝

が
検
出
さ
れ
て
い
る

（第
三
遺
構
面
Ｓ
Ｄ
三
〇
〇
一
、
第
二
遺
構
面
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
一
、

第
琶
逗
構
面
Ｓ
Ｄ
一
〇
〇
一
・
Ｓ
Ｄ
一
〇
〇
一
↓
。
い
ず
れ
も
、
石
組
み
な
ど
を
伴

わ
な
い
素
掘
り
の
構
造
で
、
年
代
が
下
る
に
つ
れ
て
幅
が
狭
ま
る
。

木
簡
が

一
二
点
、
第
二
遺
構
面
の
池
状
遺
構

（Ｓ
Ｌ
一一〇
〇
３

か
ら
出
土

139



し
た
。
Ｓ
Ｌ
三
〇
〇

一
は
長
大
な
隅
丸
長
方
形
で
長
軸

一
七

・
七
ｍ
短
軸
七

・

Ｏ
ｍ
、
最
大
の
深
さ
は
○

・
六
ｍ
を
測
る
。
埋
土
は
大
別
し
て
最
下
層

・
下

層

・
中
層

・
上
層
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
異
な
る
層
位
か
ら
出
土
し
た
遺

物
に
接
合
関
係
が
あ
り
、
層
序
が
明
確
な
時
期
差
を
反
映
し
て
い
な
い
。
木
簡

ω
ｌ
Ｏ
は
下
層
に
、
①
ｌ
⑫
は
中
層
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
出
土
遺
物
か
ら
み

た
池
の
年
代
は

一
人
三
〇
―

一
人
六
〇
年
が
中
心
で
、
明
治
初
年
に
は
埋
め
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
内
容

・
釈
文

ω
・マ
般
■〔跡
酔
】

。

「
＜

□

原

ノ

元

太

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
∞
契

∞
泉

伽

ｏ
認

②
　
。
「
＜
川
口
罷
出
者
日
□

。
「
＜
那
賀
郡
山
口
村
口
国
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ囀фＸ
］巽
卜
畠
ｏ

同

回

「日

回

」

〔欠
力
〕

。
「
　
　
□
蚤

・
「口

回

口

回

含

∞
じ

×

］
∞
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

μ
∞
Φ
×

（
∞
∞
）
×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

に)

（
Ｐ
Ｐ
Ｏ
）
×

篤

じ

×

『
　

ｏ
∞
Ｐ

含

じ

×

６

じ

×

『
　

ｏ
∞
Ｐ

「
［口
　　
」

「［日中日‐‐〕」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇『〉〈ω］〉〈ＰＰ　　Φω牌

ω
②
⑪
は
荷
札
木
簡
、
０
０
は
絵
合
わ
せ
と
み
ら
れ
る
遊
戯
具
、
⑫
は
平
面

形
雲
形
を
呈
す
る
装
飾
材
で
あ
る
。
文
字
は
そ
の
側
面
に
あ
る
。

い
の

「
ノ
元
」
は

「〆
吉
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

②
の
木
簡
に
み
え
る
那
賀
郡
山
口
村
は
現
在
の
阿
南
市
山
口
町
に
あ
た
る
。

山
口
村
の
天
保
五
年

（
一
仝
一一四
）
段
階
の
村
高
九
二
一
石
余
に
は
、
藩
士
の

知
行
地
と
徳
島
藩
領
が
混
在
し
て
お
り
、
七
人
の
知
行
地
の
中
に
は
絵
図
に
も

llll

日 口

理 型

同 国野
里 也己

「岡
□
」

「同
国
」
〔縁
力
〕

「
＜
内
田
□
中

「
＜
口
Ｈ

日
□

「日

□

」

∞
∞
×

］
ω
×

μ
『
　

ｏ
ω
牌

］
］
］
×

ω
∞
×

ｏ
　

ｏ
Ｐ
〕

∞
ｏ
×

］
囀
×

Ｐ
『
　

ｏ
ω
牌

（
Ｐ
∞
卜
）
×
∞
〇
×
∞
　
ｏ
∞
∞

Ｐ
∞
ｏ
×

（
囀
『
）
×
ω
　
ｏ
∞
Ｐ



2001年出土の木簡

確
認
さ
れ
る
佐
山
家
の
名
が
あ
る
。
山
口
村
は
那
賀
郡

・
阿
南
市
な
ど
を
流
れ

る
桑
野
川
に
隣
接
し
て
お
り
、
こ
の
木
簡
は
河
川
に
設
け
ら
れ
た
呑
所
を
通
過

す
る
際
の
許
可
証
で
あ
る
。
河
川
を
経
路
と
し
た
物
資
の
運
搬
状
況
を
示
す
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

徳
島
藩
の
在
地
支
配
制
度
と
し
て
、
藩
士
と
そ
の
領
地
と
の
直
接
的
な
関
係

を
示
す
地
方
知
行
制
が
あ
る
。
文
献
か
ら
の
検
討
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
出

土
木
簡
に
も
そ
の
状
況
を
示
す
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
中
徳
島
町
二
丁
目
遺

跡

（本
誌
第
二
二
号
の
徳
島
城
下
町
跡
）、
中
前
川
町
二
丁
目
遺
跡

（本
誌
第
二
三

号
）
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
所
属
年
代
や
藩
士
の
石
高
、
所
領
地
の
分
布
な
ど

の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
物
資
の
流
通
状
況
も
よ
り
具

体
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
報
告
書
作
成
時
の
木
簡
釈
読
者
で
あ
る
根
津
寿
夫
氏

（徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
）
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

徳
島
県
教
育
委
員
会

・
卸
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『南
前
川
町

一
丁

目
遺
跡
　
―
鳴
門
教
育
大
学

（附
小
）
校
舎
新
営
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

書
―
≧

（徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
三
六
集
）
全
一〇
〇
二
年
）

（藤
川
智
之
）

ハム
　
長
　
　
佐
藤
　
をボ
諄

副
会
長
　
　
鎌
田
　
一万
一

委
　
員
　
　
今
泉
　
隆
雄

清
水
　
み
き

田
辺
　
征
夫

岩
本
　
正
三

舘
野
　
和
己

西
山
　
良
平

概
山
　
　
明

吉
川
　
真
司

東
野
　
治
之

岩
宮
　
隆
司

竹
内
　
　
一元

馬
場
　
　
基

山
本
　
　
崇

吉
川
　
　
聡

佐
藤
　
　
信

寺
崎
　
保
広

平
川
　
　
南

山
下
信

一
郎

和
田
　
　
率

鷺
森
　
浩
幸

鶴
見
　
泰
寿

古
尾
谷
知
浩

横
内
　
裕
人

幹 監

事 事 木
簡
学
会
役
貝

（一
一〇
〇
一
。
〇
二
年
度
）

土
橋
　
　
誠

本
郷
　
真
紹

山
中
　
彼
史

渡
辺
　
晃
宏

石
上
　
英

一

市
　
　
大
樹

鈴
木
　
旦昼

一

西
村
さ
と
み

増
測
　
　
徹

士
口汗
」　
　
　
患
不




